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無線センサネットワークを用い
て、さまざまな環境をモニタリ
ングする研究を行っています。
近畿大学農学部と連携し絶滅危
惧種の生息池にセンサを設置し、
24時間センシングすることで、
溶存酸素量や水温の累積値や日
較差の検証といった詳細なデー
タ解析が可能になりました。

環境データの時間的・空間的相
関性を活用した圧縮手法、セン
サノードの振る舞いを動的に変
更できる仮想マシンなどの技術
について研究開発を行ってきま
した。これらの要素技術を組み
合わせることで多様なフィール
ド環境で効率的かつ臨機応変に
センシングを行えます。

本技術を用いることで長期間に
わたって詳細な環境データを計
測・蓄積・分析することが可能にな
ります。これにより、今までは計測
できなかった生態に関する環境要
因を解明し、さまざまな環境での
生物多様性保護や、効率的な育
成方法の実現に貢献します。

絶滅危惧種生息池モニタリング 花卉栽培モニタリング

環境データの分析例（オフィス内での温度・湿度計測）
温度データによる異常検知
（例：夏のエアコンの消し忘れ）

日射量を数値化し、日除けによる

日射量の差を検証

従来不可能と考えていた時期でも

栽培可能であることを示唆

環境の状況を記録・可視化すること

による農家のモチベーションアップ

＊NTT西日本「NTT西日本みどりいっぱいプロジェクト」の一環目的：生育環境解明

生物多様性維持

目的：温度、湿度分布の記録

栽培に適した環境の解明

トルコキキョウ
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休み明けパターン

湿度データによる生活パターン分類
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～無線センサネットワークによるオンライン環境モニタリング～

日曜・祝日パターン

平日パターン

新たに溶存酸素センサを無線化して連続センシング可能に

（従来は週に一度程度人手で計測）

溶存酸素量や水温の累積値や日較差が検証可能に

仮想マシンを利用して、センシング間隔やセンサの組み合わ

せを現場で更新し、確実なセンシングシステムを構築


